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改革改善
の考え方

①問題
点

地元住民の意識啓発。

②改革
提案

関係団体・機関への協力の呼びかけを行うとともに、効率的な作業が行えるよう、準備を整えておく。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

夏は繁茂したアレチウリの除去活動、冬は前年度活動区域の隣接区域の雑木の除去等を行い、良好な環境維持に努めた。

総事業費①+② 820 570 820 570

正規職員所要時間 70 70

臨時職員所要時間

一般財源 570 570 570 570

人件費計（千円）② 250 250

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 570 570 570 570

国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

１　天竜川流域および全市より募集したボランティアによる、天竜川河川敷
の樹木伐採および処分、ゴミの片付け等の実施
２　実施地区に対する機器借り上げ料・燃料費等、補助に充てる事業費負
担金を、（財）飯田市天竜川環境整備公社へ支出

１ 活動実施地区数

２ 負担金支出額

１　7地区

２　570千円

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

市民などのボランティアにより、河川内の樹木の整理、流木やごみの片付け、また、樹木の下枝の整理などを実施し、天竜川に人々が
近づけ、憩えるような場所を取り戻すことを目的とした事業。
夏季に河川清掃・アレチウリ駆除を流域７地区（座光寺、上郷、松尾、下久堅、龍江、竜丘、川路）で地区住民により実施。
冬季に河川内樹木の整理等を実施。
冬季作業については使用機器（チェーンソー、運搬用車両、作業用重機等）が多数必要となるため、活動実施地区に対し機器借り上
げ料、燃料費等を助成。

成果
指標

負担金（千円） 570 570 570 -

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

天竜川流域地区数（地区） 7
向上させたい上位施
策の成果指標

身近な自然は守られていると感じる市民の割合

人口（人） 102223

意図（どういう状態
にするか）

負担金支出により、事業が実施され、天竜川河川敷にお
ける良好な景観の回復と河川に親しめる環境の向上を図
ることで、市民が天竜川の自然とふれあう機会が増加し、
河川環境への興味・関心が高まる。

目
的

対象（誰・何を）
１　市民     ２　活動実施地区
3  負担金支出先：（財）天竜川環境整備公社

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 51 緑の保全と創出

基本計画上
の位置づけ

政策 5 人の営みと自然・環境が調和したまちづくり

庶務経理係H28担当課等名 管理課 H28係等名 庶務経理係 H27係等名
20 終了

32 23

事務事業名 天竜川環境美化活動
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 5 施策№ 51 事業№


